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株式会社タカラトミー

東京モデル推進プロジェクト ～WLBドリームプラン実現に向けて～

世
界
Ｎ
o
・
1
の

お
も
ち
ゃ
会
社
を
目
指
し
てＷ

Ｌ
Ｂ
専
任
課
を
設
置
、

会
社
全
体
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

在
宅
勤
務
の
積
極
的
な
導
入

目標

主な取組内容
効果

●従業員の働き方への効果

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
お
も
ち
ゃ
会
社
の

社
員
こ
そ
が
、い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
。

1 所定外労働時間の縮減　　
平成25年3月末までに対平成22年度比10%縮減

2 年次有給休暇の取得率の増加
平成25年3月末までに現在から50%増加

3 男女の育児休業取得率の増加
平成25年3月末までに女性100%、男性5名以上

4 在宅勤務制度の導入と定着及び拡大
平成25年3月末までにグループ会社を含め延べ120名の利用

5 女性管理職割合の増加
平成25年3月末までに10%

▲

●業務の見直し事業

▲

「ワークライフバランス組織診断」の実施

管理職、従業員を対象としたＷＬＢ研修の実施

●労働時間縮減事業

▲
▲

業務効率化のための各種研修の実施

年次有給休暇の取得促進（「リフレッシュ休暇」及び「ファミリーバースデー休暇」の導入）

●子育て等両立支援事業

▲

育児・健康相談室の運営

▲

子育て両立セミナーの開催

●人材育成事業

▲ ▲

育児休業復帰セミナーの開催　　育児・介護支援HPの制作

▲

女性社員対象のキャリアブランディング研修の実施

平成22年9月1日～平成25年3月31日

東京都の推進する「少子化打破緊急対策」の趣旨を受け、子どもたちに夢を与えるおもちゃ会社の社員こそが、
いきいきと働くために、子育て支援やワークライフバランス等に積極的に取り組むべきと捉え、本プロジェクト
を設立し、推進を図る。

選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

ト
ラ
イ
ア
ル
の
実
施
、
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
の

取
組
、
育
児
・
健
康
相
談
体
制
の
充
実
、
階
層
別
の

業
務
効
率
化
研
修
の
実
施
等
、
広
範
囲
に
わ
た
る
施

策
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
働
き
方
に
関

す
る
従
業
員
の
意
識
・
ニ
ー
ズ
調
査
や
初
年
度
の
取

組
の
分
析
結
果
を
も
と
に
、
二
年
目
以
降
の
施
策
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
取
組
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　

同
社
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
へ
の
強
い
決
意
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
二
年
目
の
四
月
、
本
社
の
連
結
人
事
室
に

﹁
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
課
﹂
を
創
設
し
た
こ
と

に
も
現
れ
て
い
る
。
﹁
経
営
戦
略
と
し
て
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ

推
進
は
、
当
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
初
の
試
み
で
す
。

会
社
と
し
て
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
取
組
に
し
な
い
と
進

ま
な
い
だ
ろ
う
と
、
専
任
部
署
と
し
て
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
五
社
に
も
同
時
に
設
置
し
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
﹂
と
連
結
人
事
室

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
課
長
の
鈴
木
茂
氏
は
語

る
。

　

本
社
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
課
及
び
グ
ル
ー

プ
の
専
任
者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

社
内
に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
伝
え
、
会

社
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
社
内
に
掲
示
し
て
い
る
。
月
ご
と
に
様
々
な

切
り
口
や
観
点
か
ら
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
意
義
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
化
し
て
お
り
、
一
回
目
は
、
富
山
幹
太

郎
社
長
に
よ
る
﹁
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な

い
。
経
営
戦
略
と
し
て
、
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組

む
﹂
と
い
う
趣
旨
の
厳
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
会
議
室
は
も
ち
ろ
ん
、
個
室
ト
イ

レ
の
中
に
も
掲
示
し
て
い
る
の
で
﹁
つ
い
読
み
込
ん

　

世
界
N
O
・
１
の
お
も
ち
ゃ
会
社
を
目
指
す
タ
カ

ラ
ト
ミ
ー
。
﹁
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
お
も
ち

ゃ
会
社
の
社
員
こ
そ
が
い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
﹂

と
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
︵
Ｗ
Ｌ
Ｂ
︶
の
実
現

に
向
け
た
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
年
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
年
目
に
あ
た

る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
背
景
に
は
、﹁
お
子

様
が
最
大
の
顧
客
で
あ
る
玩
具
業
界
に
と
っ
て
、
少

子
化
問
題
は
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
臨
む
べ
き
問

題
。
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
で
、
他
企

業
に
も
波
及
さ
せ
て
﹃
少
子
化
打
破
﹄
に
貢
献
し
た

い
。
﹂
と
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。

　

初
年
度
か
ら
、
在
宅
勤
務
制
度
の
仕
組
づ
く
り
と

　
で
し
ま
っ
た
。﹂
と
い
う
社
員
も
多
い
と
い
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
在

宅
勤
務
制
度
の
導
入
と
拡
大
が
挙
げ
ら
れ
る
。
様
々
な

部
門
や
職
種
か
ら
、
特
に
在
宅
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

育
児
休
業
復
帰
後
の
十
名
を
選
定
し
、
平
成
二
十
三
年

二
月
よ
り
三
カ
月
間
、
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
と
検
証
を
行

っ
た
。
在
宅
勤
務
で
は
特
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
が
重

要
な
課
題
と
な
る
が
、
同
社
で
は
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

端
末
を
利
用
。
社
内
の
サ
ー
バ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
作

業
を
行
い
、
端
末
に
は
一
切
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
な
い

シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
で
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ

ル
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
本
人
不
在
時
の
来
客
や
電
話

対
応
等
、
職
場
の
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
対
象
者
の
上
長
も
集
め
て
説
明
会
を

開
催
し
理
解
を
求
め
る
こ
と
で
、
円
滑
な
導
入
に
努
め

た
。

　

﹁
ト
ラ
イ
ア
ル
の
結
果
、
皆
、
﹃
非
常
に
良
か
っ
た
﹄

と
の
感
想
で
し
た
。
心
配
し
て
い
た
本
人
不
在
時
の
来

客
対
応
や
電
話
の
取
次
等
に
つ
い
て
も
、
職
場
の
支
援

で
対
応
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ル

で
、
本
格
導
入
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
﹂

と
鈴
木
氏
。

　

も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
課
題
も
見
つ
か
っ
た
。
ま

ず
、
機
密
保
持
の
た
め
、
発
売
前
の
試
作
品
、
資
料
の

持
ち
出
し
は
禁
止
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば

品
質
管
理
を
業
務
と
す
る
社
員
の
場
合
、
自
宅
で
発
売

前
の
サ
ン
プ
ル
の
検
査
や
確
認
が
で
き
ず
、
自
宅
で
可

能
な
業
務
は
企
画
立
案
や
資
料
作
成
等
に
偏
り
が
ち
だ

っ
た
。
ま
た
、
業
務
終
了
後
に
顧
客
か
ら
緊
急
連
絡
が

入
っ
た
場
合
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
課

題
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
在
宅
勤
務
の
頻
度

は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
で
最
低
週
一
回
、
本
格
実
施
で
週
二

回
で
あ
り
、
現
物
確
認
が
必
要
な
業
務
や
チ
ー
ム
と
の

対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
は
、
残
り
の
週
三

日
の
中
で
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
課
題
も
克
服
で
き
た
。

　

そ
も
そ
も
、
同
社
の
業
務
は
玩
具
の
企
画
な
ど
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
要
素
が
多
く
、
自
由
な
発
想
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
会
社
で
自
席
に
向
か
っ
て
い
る
よ
り
も
、

自
宅
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
時
に
よ
い
ア
イ
デ
ア
が

浮
か
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
る
。
育
児
・
介
護
の
た
め
の
時

間
創
出
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
社
で
は
、
企
画
職

に
と
っ
て
も
創
造
性
を
高
め
る
の
に
有
効
な
制
度
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
﹁
経
営
層
か
ら
は
、
﹃
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
観

点
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
震
災
時
の
危
機
管
理
・
事
業
継

続
の
観
点
か
ら
も
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。
﹄
と
の
要
望

を
受
け
ま
し
た
。﹂
と
鈴
木
氏
。
最
終
的
に
、
育
児
に
携

わ
る
社
員
、
介
護
に
携
わ
る
社
員
、
企
画
業
務
に
従
事

す
る
社
員
の
三
タ
イ
プ
の
社
員
を
対
象
と
し
、
年
明
け

か
ら
の
本
格
導
入
を
目
指
し
て
い
る
。

　

在
宅
勤
務
の
導
入
・
拡
大
と
同
時
に
、
モ
バ
イ
ル
ワ

　

連結人事室 ワークライフバランス課長　鈴木 茂さん（左）
連結人事室 ワークライフバランス課　半田 紘子さん（右）

●社会貢献事業

▲

ファミリーデーの開催（東京しごとの日事業）

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

労働意欲の向上と定着　

心身の健康増進　

業務効率の向上　

生産性の向上　

育児への参加、自己研鑽等、生活の充実

●会社の業績等への効果

優秀な人材の確保　

付加価値の高い商品の創出　

連結業績の改善　

企業のイメージアップ

●多様な働き方実現事業

▲

在宅勤務制度の本格導入

モバイルワークの拡大

▲

多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け
て

実施予定期間

プロジェクト名

実 施 目 的

社内に掲示されているWLBのポスター

　

当
社
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

る
お
も
ち
ゃ
会
社
の
社
員
こ
そ
が
い
き
い

き
と
働
く
た
め
に
、
子
育
て
支
援
や
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
、
東
京
モ
デ
ル
事
業
に

参
画
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
N
O
・
１
の
お
も
ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
を
目

指
す
た
め
に
は
、
経
営
資
源
で
あ
る
人
財

の
獲
得
・
育
成
・
活
用
が
重
要
で
あ
り
、

﹁
企
業
組
織
に
お
け
る
多
様
性
を
価
値

︵
新
し
い
遊
び
︶
創
造
の
源
泉
に
す
る
こ

と
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
少
子
化
に
よ
る
最
大
の
顧
客
の
減

少
、
高
齢
化
・
介
護
増
加
に
よ
る
労
働
力

低
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
適
応
な
ど
、

様
々
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

﹁
働
き
方
の
改
革
﹂
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

そ
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
へ
の
推
進
を
、
経
営
戦
略
の
一
環

と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
業
績
向
上

の
成
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。 経

営
者
の
声

代表取締役社長

さん富山 幹太郎
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株式会社タカラトミー

企業概要

株式会社タカラトミー
マーケティング本部 ブランドグループ
マーケティングリサーチチーム チームリーダー

石川 由紀子さん

　商品開発や事業戦略に関わる消費者調査を

実施する部署で、チームリーダーをしていま

す。在宅勤務のトライアルに参加し、週1

回、自宅でシンクライアント端末を用い、調

査票の確認や資料作成、部門のマネジメント

業務等を行いました。２歳の子どもを保育園

に送った後にリビングで仕事をしたのです

が、電話も鳴らず周りから声をかけられるこ

ともないので集中力が高まり、調査データの

分析やプレゼン資料の作成が捗りました。静

かな環境で、自然体で仕事をできる効果は非

常に大きいと思います。

　突発的な事態が起きた時に自分で部署間の

調整ができない、想定外の取引先からの電話

対応に職場メンバーが苦慮するといった課題

もありましたが、部署内でルールを作り徹底

することで対応できました。

　会社まで片道30分程度なので、通勤時間の

短縮効果はそれほど期待していなかったので

すが、電車に乗り遅れないようにという緊張

感や、朝のうちに夜の家事もしておかなくて

はという焦りが減り、保育園へ送りながら子

どもの話にもゆっくり耳を傾けることができ

ました。

　ＷＬＢというと育児のためのものと捉えら

れがちですが、子どもの有無にかかわらず、

自己啓発等のために仕事と生活の調和が必要

だと思います。皆が自分なりのＷＬＢを見つ

けられるよう、このプロジェクトで、本当の

意味でのＷＬＢが進んでいくことを期待して

います。

社員の声

株式会社タカラトミー
安全品質統括室 品質統括部 品質保証課 主任

上村 弘誓さん

　新商品の発売前に、最終サンプルで安全性

を確認し品質保証を行う仕事をしています。

2歳の息子がおり、週１日の在宅勤務トライ

アルを経験しました。発売前の商品サンプル

は社外に持ち出せないため、主に検査結果の

まとめや新商品の基準書作成等の事務作業を

行いました。

　トライアルの結果、集中して効率的に仕事

ができましたし、在宅では突発的な対応がで

きないので、事前にスケジュールをしっかり

詰めることにもつながりました。また、往復

2時間の通勤時間の削減で、精神的にも肉体

的にも随分楽になりました。仕事が終わった

後に家族一緒に夕食を取れますし、子どもと

一緒に過ごす時間ができるので、家族も喜ん

でいます。

 トライアルに参加したことで、検査データや

品質管理専門のシステムを、シンクライアン

ト端末で全て使えるようにすることがすぐに

は難しいこと、現物の確認が必要な業務が続

くと在宅勤務が難しいこと等を経験し、在宅

勤務は業務内容や繁閑によって利用に差が出

ることが分かりました。

　玩具業界は年末や夏休みが忙しいため、そ

れに合わせて各自の年間の繁忙期も異なりま

すし、所属部署や担当で業務内容にも差があ

ります。他社の例も参考にしつつ、玩具業界

ならではの在宅勤務を進めることが大切です

ね。当社が率先してこのプロジェクトを進め

ることで、地域社会への貢献にもなればと思

っています。

株式会社タカラトミーエンタメディア
管理部 総務・人事担当部長

松本 鋭晋さん

　当社は主に、タカラトミーが生み出したコ

ンテンツを用い、様々なデジタルコンテンツ

の企画運営を行っています。昨年10月よりグ

ループ企業として、当社も東京モデルプロジ

ェクトに参画させていただく事となり、本社

より起案された様々な施策を自社の環境に合

うよう咀嚼し取り組んでまいりました。その

中でまず感じたことは、各人の目線が違うた

め、様々な情報の発信が必要だということで

した。

　またプロジェクト参加当初は、自らが

ＷＬＢを正しく理解することが必要であり、

「ワーク・ライフバランスコンサルタント養

成講座」を受講しました。講座を受けるにし

たがい、バランスの差こそあれ意識に根付い

ている「成果+労働時間＝評価」という考え

から、「高付加価値や高効率化」が今後の大

きな評価要素となりえることなど、自身の意

識も大きく変化してきました。

　推進していく上で次のステップとして考え

ているのは、会社の未来像を明確にし、そこ

に近づくために、プロジェクトの施策１つ１

つがどのように役立つのか、つながりが分か

るようにしながら進めていくことです。

　全グループの社員を対象としたＷＬＢセミ

ナーでアンケートをとったところ、多くの社

員がＷＬＢの必要性を理解し、取組に期待を

持っていることが分かりましたので、今後の

展望としては、タカラトミーグループとして

長期的な取組を続けて試金石となり、社会全

体に広がっていくことを願っています。

名 称

代 表 者

設 立

所 在 地

従 業 員 数

事 業 内 容

U R L

ー
ク
の
取
組
も
推
進
し
て
い
る
。
﹁
当
社
製
品
は
ほ

ぼ
一
○
○
％
、
中
国
や
タ
イ
な
ど
海
外
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
ア
メ
リ

カ
の
玩
具
・
乳
児
用
製
品
会
社
で
あ
る
Ｒ
Ｃ
２
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
買
収
し
た
こ
と
で
、
社
員
が
頻
繁

に
出
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
部

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
、
出
先
で
も
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
し
た
。
外
出
先
で
も
す
ぐ
に
確
認
し
て
回
答

で
き
る
た
め
、
業
務
の
効
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
﹂

︵
鈴
木
氏
︶

　

同
社
の
試
み
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
来
年
度

に
は
、
社
内
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
と
シ
ン
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
端
末
の
導
入
を
進
め
、
固
定
席
を
削
減
し
て

自
由
な
発
想
が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
環
境
を
目
指
す

ほ
か
、
自
社
内
の
フ
ロ
ア
や
、
グ
ル
ー
プ
内
の
ビ
ル

を
自
由
に
移
動
し
て
自
席
と
同
じ
よ
う
に
効
率
的
に

働
け
る
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
実
現
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。
在
宅
勤
務
、
モ
バ
イ
ル
勤
務
、
オ
フ
ィ

ス
環
境
改
革
を
組
み
合
わ
せ
、
社
員
が
時
間
や
場
所

の
制
約
を
受
け
ず
に
多
様
な
働
き
方
を
選
択
し
、
生

産
性
・
効
率
性
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を

目
指
し
て
い
る
の
だ
。

　　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
支
援
も
大
き
な
柱
の
一
つ
。

　

今
年
の
四
月
、
七
月
に
は
子
育
て
両
立
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
四
月
は
、
﹁
妊
娠
期
の
女
性
の

心
と
体
の
変
化
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
妊
娠
期
の
女
性
が

抱
え
る
ス
ト
レ
ス
や
不
安
に
つ
い
て
説
明
。
男
性
社

員
や
、
ま
だ
出
産
経
験
の
な
い
女
性
社
員
も
参
加

し
、
妊
娠
状
態
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め

に
、
装
置
を
つ
け
る
実
習
も
行
っ
た
。
﹁
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
、
本
人
は
周
囲
に
自
分
の
状
況
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
の
大
切
さ
を
、
周
囲
は
妊
娠
中
の
女
性
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
気
遣
い
が
必
要
か
を
、
お
互
い

に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
妊
娠
期
で
も
安
心
し

て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
﹃
会
社

は
出
産
・
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
﹄
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
﹂
と

半
田
氏
。

　

一
方
、
七
月
は
主
に
男
性
社
員
を
対
象
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
男
性
社
員
を
講
師
に
、
育
児
と
仕

事
の
両
立
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
父
親
の

育
児
参
加
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
﹁
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂
に
も
参
加
し
て
い
る
同
講
師
か

ら
、
育
児
休
業
中
の
体
験
談
や
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
を
い
か
に
実
践
し
て
い
る
か
を
聞
き
、
参
加
者
は

最
後
に
今
後
の
仕
事
と
生
活
に
つ
い
て
の
﹁
宣
言
﹂

を
行
っ
た
。
受
講
者
か
ら
は
、
﹁
自
分
の
生
活
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
﹂
と
反
響
が
大
き

く
、
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
登
録
す
る
男

性
社
員
も
現
れ
、
今
後
の
﹁
イ
ク
メ
ン
﹂
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
期
待
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　

　

ま
た
、
育
児
休
業
者
の
不
安
を
払
拭
し
て
ス
ム
ー

ズ
な
復
帰
を
図
る
た
め
に
、
育
児
休
業
復
帰
セ
ミ
ナ

ー
も
開
催
し
て
い
る
。
育
児
休
業
か
ら
の
復
帰
を
控

え
た
女
性
社
員
十
名
を
対
象
に
、
出
産
経
験
の
あ
る

保
健
師
か
ら
、
復
帰
後
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
つ

い
て
実
体
験
を
話
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
﹁
両
立

に
不
安
を
感
じ
て
い
た
が
、
具
体
的
な
話
を
聞
い
て

イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
﹂
と
好
評
だ
っ

た
。
﹁
今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
ア

イ
デ
ィ
ア
が
湧
い
て
い
ま
す
。
自
社
の
先
輩
社
員
を

講
師
と
す
れ
ば
、
仕
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

両
立
の
コ
ツ
が
さ
ら
に
具
体
的
に
な
り
ま
す
し
、
上

司
の
方
に
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
も
よ
い
で
す

ね
。
﹂
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
課
の
半
田
紘
子

氏
は
語
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
社
員
の
健
康
な
生
活
の
実

現
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

促
進
の
た
め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度
及
び
誕
生

日
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
。
保
有
す
る
年
次
有
給
休

暇
の
う
ち
、
﹁
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
﹂
と
し
て
五
日
、

﹁
誕
生
日
休
暇
﹂
と
し
て
一
日
の
取
得
日
を
予
め
計
画

す
る
。
﹁
社
員
に
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
年
次
有

給
休
暇
の
な
い
役
員
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
の
休

暇
取
得
を
提
案
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
率
先
垂
範
し
て

や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
役
員
も
上
期

五
日
、
下
期
五
日
の
休
暇
を
設
定
し
社
内
に
公
表
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
幹
部
社
員
か
ら
は
﹃
会
議

の
予
定
が
た
て
や
す
く
、
自
分
も
計
画
的
に
休
み
が

取
れ
る
。
﹄
と
好
評
で
す
。﹂
︵
鈴
木
氏
︶

　

ま
た
、
八
月
に
は
初
め
て
﹁
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
﹂

を
実
施
し
、
八
十
五
家
族
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

職
場
で
の
名
刺
交
換
、
発
売
前
の
商
品
で
遊
ん
で
評

価
を
す
る
﹁
評
価
会
議
﹂
等
を
体
験
し
た
子
ど
も
達

は
、
最
後
に
顔
写
真
入
の
﹁
特
別
社
員
証
﹂
を
も
ら

い
、
皆
満
面
の
笑
顔
だ
っ
た
と
い
う
。
﹁
社
員
か
ら

は
﹃
一
番
理
解
し
て
ほ
し
い
人
に
自
分
の
仕
事
を
分

か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
り
ま
し
た
。
﹄
と
い
っ
た
嬉
し
い
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。﹂
と
半
田
氏
。　
　

　

今
後
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
専
用
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
開
設
も

予
定
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、

﹁
こ
ん
な
施
策
を
し
て
い
ま
す
。
﹂
と
い
う
一
方
的

な
情
報
発
信
を
超
え
た
も
の
に
し
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
。
﹁
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
、
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
が
﹃
世
界
一

の
お
も
ち
ゃ
会
社
﹄
と
い
う
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
、

中
長
期
戦
略
で
発
展
し
て
い
く
中
で
の
一
つ
の
取
組

で
あ
る
こ
と
を
皆
で
共
有
し
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

社
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
載
せ
た
り
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
も
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
課
で
は
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
主
役
は
社
員
一
人
ひ
と
り
。
社

員
が
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。﹂︵
半
田
氏
︶

子育て両立セミナー　仕事と生活を両立するための宣言を行った。

ファミリーデー

育
児
と
仕
事
の
両
立
を
支
援

様
々
な
施
策
で
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
実
現

株式会社タカラトミー

代表取締役社長　富山 幹太郎

昭和28年1月17日

東京都葛飾区立石 7-9-10

667人

玩具等の企画・製造・販売

http ://www.takaratomy.co . jp/

株式会社キデイランド

株式会社ユーエース

株式会社タカラトミービジネスサービス

株式会社タカラトミーアーツ

株式会社タカラトミーエンジニアリング

株式会社タカラトミーエンタメディア

株式会社竜の子プロダクション


